
朝来市内では重大な交通事故に繋がる悪質・危険な飲酒運転が後を絶ちません。

飲酒運転は、運転者本人はもとより、お酒や車の提供者、同乗者も厳しく処罰されることがありま

交通事故を起こせば被害者やその家族の人生を大きく狂わせる結果を招くことにもなりかねませ

皆さん一人一人が「飲酒運転は絶対にしない、させない」をしっかり守り飲酒運転を根絶しましょ
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南但馬警察署管内交通事故発生状況（令和7年1月末）

時間/曜日 合計 月 火 水 木 金 土 日
合計 3 1 0 0 0 0 0 2

昼間小計 3 1 0 0 0 0 0 2
　６～　８ 0 0 0 0 0 0 0 0
　８～１０ 0 0 0 0 0 0 0 0
１０～１２ 0 0 0 0 0 0 0 0
１２～１４ 2 1 0 0 0 0 0 1
１４～１６ 0 0 0 0 0 0 0 0
１６～１８ 1 0 0 0 0 0 0 1
夜間小計 0 0 0 0 0 0 0 0
１８～２０ 0 0 0 0 0 0 0 0
２０～２２ 0 0 0 0 0 0 0 0
２２～２４ 0 0 0 0 0 0 0 0
　０～　２ 0 0 0 0 0 0 0 0
　２～　４ 0 0 0 0 0 0 0 0
　４～　６ 0 0 0 0 0 0 0 0



　

交通事故発生状況（続き）

和田山地区 山東地区 朝来地区 生野地区 八鹿地区 養父地区 大屋地区 関宮地区

７年 2 1

６年 2 2 2
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地区別交通事故発生状況
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原因別人身事故発生状況

○　特徴
　 ・  　65歳以上の高齢ドライバーによる交通事故が多発しました。
   ・　　前方不注視による追突事故が多発しました。
　 ・　　月曜日の16時から18時の時間帯に最も事故が発生しました。
   ・　　横断中の歩行者と車両が衝突する事故が続発しました。
○　原因
 　・ 　追突事故の主な原因は、「脇見運転」、「判断の誤り」、「漫然運転」
　　　「車間距離不保持」です。
○　対策
　 ・   十分な車間距離を確保しましょう。
　 ・　 注意を偏らせず運転に集中しましょう。
　 ・　 薄暮、夜間帯において歩行者・自転車の方は反射材の活用、明るい
　　 服の着用に努めましょう。
　 ・   道路を横断する際は、横断歩道を渡るなど交通ルールを守りましょう。

南但馬警察署管内の交通事故の特徴と対策等（令和６年中）


